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分9月号に続く特集｢日本周辺海域の地質構造マッ

ピング｣その2を六号でお届けいたします.本座栄

一さんによるオホｰツク海から北海道南部,三陸,

常磐沖海域に至る地質構造発達史2篇が掲載され

ております.どの海域も私にとっては懐かしい思い

出の地です.自嶺丸によるGH76-2航海は,最初の

子供が産まれてわずか3日目の出航でした.慌てて

名前を付けた記憶があります.どの海域の調査も調

査団長の本座さんとご一緒でした.その自嶺丸が,

来年3月をもってその役割を終えることになりました.

近い内に海洋地質部を中心に,本ニュｰス誌上で,

｢自嶺丸と海洋地質部25年｣特集号を組む予定で

す.

妙七山太さんからいただいたグラビアおよび重

野聖之さんほかの柱状試料採取の工夫の原稿は,

津波による堆積物を探し,先史･歴史時代に記述の

ない地震の存在を,地質学の手法を用いて明らか

にしようとする試みです.津波堆積物は地震に伴う

ばかりでなく,海域の火山活動にも伴われます.イ

ンドネシアのクラカタウ火山の噴火による津波は,

周囲の島々を襲い大きな被害を生じました.日本近

海でも海底火山は沢山あります.つい最近,金を含

む熱水鉱床の発見で話題となった伊豆諸島南方の

明神海丘も,クラカタウ火山にまさるとも劣らない規

模の海底カルデラ火山です.七山さんたちの原稿

を拝見して,この火山の噴火により生じた津波が,

近くの青ケ島や八丈島を襲い津波堆積物を生じて

いれば,噴火の年代がつかめるのではないかと想

像しました.

ψ服部仁さんによる兵庫県南部地震による被害

の記述は,いよいよ最終章を迎え,六号と次号とで

完結します.震源域に想定される断層と地表に出

現した地震断層との関係が果たして一連のものであ

ったかどうか,そこが服部さんの問題意識の原点だ

ったそうです.その観点からの鋭い記載が続きま

す.

分国土地理院発行の数値地図をもとに,これまで

空中写真や衛星画像で確認できなかったリニアメン

トや地形の特徴を読み取ることができる.そんな方

法が蟹澤聰志さんほかにより示されています.斜度

図,開度図がどのように地質や地形を反映している

のか,是非本文をご覧下さい.

ψ10月1日から産学官連携推進センタｰがようやく

一つの部屋にまとまることができました.これまで本

館1階g正面玄関近くにあった地質相談所,同じく1

階の総務部業務課広報係と併せて,同一の部屋で

顔を突きあわせて業務できるようになり,仕事の打

合せ等がスムｰズに行えるようになりました.新しい

部屋は地質調査所8階の,見晴らしのよいところに

あります.地質相談,あるいは共同研究のご提案等

など,多くの皆さまのおいでをお待ちしております.
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